
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

なし

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

人工

指標

アウトプット
活動指標1

介護給付の適切な執行 という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

0 人工

令和6年度予算額 5,498 千円 うち特定財源 5,498 千円 正規職員業務量 0

正規職員業務量 0 人工

令和5年度決算額 2,252 千円 うち特定財源 2,252 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和5年度予算額 18,133 千円 うち特定財源 18,133 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

適正な介護給付を実施する。

他都市の状況

全国の市町村で実施されている。

市民参加の実施

令和4年度決算額 12,457 千円 うち特定財源 12,456

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

介護サービスに対するニーズが更に増加すると見込まれる中、介護保険制度への信頼性を確保していくには、高齢者の自立
した日常生活のために必要な、質の高いサービスを提供していくと同時に、財源と人材をより効果的・効率的に活用していくこ
とが重要である。
介護給付の適正化とは、介護サービスを必要とする利用者を適切に認定し、適切なケアマネジメントにより利用者が真に必要
とするサービスを見極めた上で、事業者がルールに則ってサービスを適切に提供するよう促すことである。適切なサービスの
確保とその結果としての費用の効率化を図ることで、介護保険制度への信頼が高まり、持続可能な介護保険制度へと繋が
る。

事業内容
（何を実施し）

【目的】適正な介護給付を実施する。
【内容】国が示す介護給付適正化計画において位置づけられている事業の実施。
①ケアプランの点検：作成されたケアプランがケアマネジメントのプロセスを踏まえた「自立支援」に資する適切なケアプランと
なっているかを検証確認することで、介護支援専門員の「気づき」を促し、介護支援専門員の資質向上を図る。また、ケアプラ
ンの質の向上、利用者の状態の維持改善を図り、介護給付の適正化を推進することを目的とする事業。

②介護支援専門員研修（ケアマネジメントリーダー活動支援事業）：介護支援専門員の資質向上のため介護支援専門員対象
の研修を行う事業

事業名 介護給付適正化事業費

評価担当課 所   属 保）高齢保健福　介護保険課 電話番号 011-211-2547

事業評価調書

年度 令和5年度 会計コード 35 介護保険会計 事業コード 35865


